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Ⅴ 考 察 
 
 「看護職のための神奈川緩和ケア研究会」の特徴は、緩
和ケアの基礎的な知識の習得やスキルアップを目的とした
研修だけではなく、緩和ケアの推進役として活動する看護
師が直面する困難や課題について、それぞれの組織を越え
て共有し、その解決策を見出すための具体的な方略につい
て、継続的に検討できるようサポートしているところにあ
る。今回は、“スタッフ教育”をテーマに取り上げ、特に
計画的に大勢のスタッフに対して行なう集合教育ではな
く、ベッドサイドでの個々のスタッフへの教育に焦点を当
て、より実践的な内容を企画した。その結果、講義・グ
ループワーク・ロールプレイのすべてにおいて高い満足が
得られた。ここでは、研修目標に沿って、その成果と課題
について検討する。 
 まず、研修会の目標の 1つである「臨床の場面で、教育
的な視点に立ったスタッフとの関わりを意識できるように
なる」については、参加者が臨床で実際に遭遇しているで
あろう事例を設定し、そのアプローチ方法についてグルー
プワークやロールプレイを通じて考えることによって、
様々な臨床場面の中に、教育の機会が潜んでいるというこ
とを学んだのではないだろうか。また、もう 1つの目標で
ある「対象者のニーズに合った教育方略を考えられるよう
になる」については、まず講義を通じて、自分自身が伝え
たい内容を一方的に伝えるのが教育ではなく、「ねがい」
を持ち、対象者の背景を理解することが重要であるという
ことを学び、グループワークでは他者の様々な意見を聞く
ことによって視野が広がり、講義の内容をより深く理解す
ることに繋がった。さらにロールプレイによって対象者の
置かれた状況を理解しながらアプローチすることで、対象
者が変化していく場面を実際に体験した。これらのことか
ら、参加者は対象者のニーズを知り、そのレディネスに
沿った教育を行なうことの効果について学んだのではない
かと考える。研修を通じて参加者は、臨床の場こそが教育
の場であることに気づき、臨床での教育方略の一つを習得
できたのではないだろうか。 
 今後の課題は、本研修で得た気づきや教育方略を、実際
の臨床の場で生かすことができたかを検証し、継続的に
ディスカッションする場を作り、緩和ケアを推進する役割
を担っている看護師を支援することである。 
 
Ⅵ まとめ 
 
今回、緩和ケアの推進役を担う看護師を対象に、「緩和
ケアの質を向上させるためのスタッフ教育」というテーマ
で、計画的な集合教育ではなく、ベッドサイドでの個々の
スタッフへの教育に焦点を当てた研修を実施した。その結
果、講義・グループワーク・ロールプレイのすべてにおい
て高い満足が得られ、臨床の場におけるスタッフ教育の方
略について学ぶことができた。今後の課題は、今回の学び
を実際に生かすことができたかについて継続的にディス
カッションする場を作り、緩和ケアを推進する看護師の支
援をすることである。 
 
 研修会の企画・運営に際し、客観的な立場から、常に適
確なアドバイスを下さった横浜市立大学附属市民総合医療
センターの斎藤真理先生、順天堂大学医学部附属順天堂医
院の奥野滋子先生に心より感謝申し上げます。 
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